
福八子どもキャンププロジェクト

「 生 き て 、 生 き て 、 生 き ろ 。 」 か ら 考 え る

2025年7月19日（土）

トークと対話 14：00-17：30

第 

『震災・戦争・トラウマ、そして政治』

部 1 14：00−15：50

講演： 蟻塚 亮二
（精神科医/メンタルクリニックなごみ院長）

会場：初台区民会館 大集会室
（渋谷区初台 1-33-10）

40定員：会場参加 先着 名

お問い合わせ

福八子どもキャンププロジェクト事務局 村上
mail ：nobi.nasakejima@gmail.com

tel ：080-5379-0288

トラウマと政治
〜講演と対話から、私たちの“生きろ”を取り戻すために〜

中村 江里
（上智大学准教授/「戦争とトラウマ」著者）

2 16：00−17：30第 

クロストーク＆会場との対話

部 

お申し込みは右記のQRコードから、
peatixをご利用ください

参加費：
開場参加 5 , 0 0 0円
若者（25歳以下）1,000円
※お財布事情にゆとりのない方はお声かけください。
割引制度があります

【講演と対談】トラウマと政治 ー “声なき痛み”を語り始めるために

東日本大震災と原発事故。
映画『生きて、生きて、生きろ』は、PTSDや深い心の傷を丁寧に描くとともに、
その背景にある政治的構造に鋭く迫りました。
震災で被災した人々のトラウマは、国家によって「もう終わったこと」として扱わ
れ、その後の支援や記憶の継承さえも薄れていきました。さらに歴史をたどれば、
原発政策そのものが、福島をはじめとする地域に“負担を強いる”ことを前提に成り
立ってきた構造が見えてきます。
その構造は、日本を戦争へと向かわせ、戦地でトラウマを受けてきた人々の声を葬
り去ってきた社会構造と全く変わっていません。
今回のイベントは、2024年に行った上映＋対話会の“おかわり”企画として開催され
ます。
映画に出演した蟻塚先生、前回の対話会にも参加くださった中村先生をお迎えし、
トラウマと政治について講演・対談、そして参加者の皆さんで対話会を行います。

※映画の上映はありません。

13:30開場

3 , 0 0 0円
録画視聴：講演と講師の対談部分のみ



【参加費の設定について】
私たち事務局（全員ボランティアです）の中で、こ
の企画の収支を賄うために必要な「参加費」の設定
にあたり、ずいぶん悩みました。
社会政策やそれに伴う経済状況など、様々な理由で
生活が厳しくなる中、「関心はあっても参加費を捻
出するのが・・・」という方は、若者に限らず多い
はず。でも一方で会の趣旨に賛同してくださり、
「少々高めでも大丈夫」という方達もいらっしゃる
はず。そんな勝手な？！想像のもと、今回は、若者
料金を設定し、さらにお財布事情にお困りの方に対
しても割引制度を設けました。
若者はもちろん様々な背景を持つ方が集い、ともに
話を聴き、思いをシェアしあえる場になるよう、準
備をしております。ぜひ、ご参加ください。

【なぜ“対話”の場を開くのか？】
話さなくてもいい。ただ、感じたことに言葉にしてみる。
「講演は聴きたいけど、“対話”は少し気が重い…」
 そんなふうに感じる方もいるかもしれません。
 この場は、発言を強いるものではありません。話したくなければ、聴くだけの参加も歓迎です。講演を聴いて
みる、隣の人の声を聴いてみる。自身の心の声を聴いてみる、そのとき、もし、それを言葉にしたくなったら、
隣の人に話してもみる、会場の皆に話してみる。そして、ある人にとっては、自身の心の声が言葉になるのを温
める時間になるかもしれない。
“対話”と聞くと構えてしまうかもしれませんが、ここで行いたいのは「自分の感じたことを、少しだけ言葉にし
てみること」、そして「他者の声に耳を傾けること」
震災、原発事故、国家政策…私たちは「ただ従う」ことに慣れすぎていなかったか？
 「なにかおかしい」と感じた心の声を、無意識に脇に押しやっていなかったか？
この場は、こころが感じた”何か＂に耳を澄ませる時間です。

【サンクチュアリとしての場をひらく】
言葉にできない痛みを抱えて、ここにともにいる。
日本社会にはまだ少ない「アジール（避難所）／サンクチュアリ（安らぎの場）」——
自分の感じたことを表明してもよい、安全な場所。

映画の中で「なごみ」は、まさに「アジール」として存在していました。こうした場を広げていくことこそが、
 「トラウマを生み出す政治」や「痛みに目を向けない社会」に対して、
 新たな仕組みを育む最初の一歩になると信じています。
私たちは、そんな思いや願いを込めて、この会を企画しました。

【若者たちの声を、消さないために】
「本当は、ずっと「なにかおかしい」と感じていた。けれど、言えなかった」
映画上映と対話会を経て、若い世代からそんな声が届きました。
 「誰かを傷つけるんじゃないかと怖かった」
 「政治の話なんて、してはいけないと思っていた」
今だからこそ、こころの声を少しずつでも言葉にしていくことができたら。それを誰かに伝えられたら・・・

 この場は、そんなあなたの声を歓迎し、支え合う場です。

主催：福八子どもキャンププロジェクト
福八子どもキャンププロジェクトは、2011年の大震災後、
放射能汚染の心配から、外遊びも海遊びもできなくなった
子供達（当初３年間は精神保健福祉従事者たちの家族中
心）に「放射能汚染の心配がない八丈島で思いっきり、海
や外遊びを満喫してもらおう！」という願いから始まった
プロジェクトです。
高木俊介(精神科医・ACT-K代表)と福島そして八丈島の精
神保健福祉従事者たちが中心となり発足。その後、多くの
方々の寄付やボランティアスタッフの支援により、2012年
から八丈島子どもとゆく夏キャンプ（全8回）と福八の活動
を考える集い＠福島（全2回）を行ってきました。
コロナ禍でキャンプが実施できない間に、その当時子ども
だった参加者は若者になりました。その若者たちや福島に
住む方々に呼びかけて、2023年4月に、福島県浪江町で、高
木俊介代表と、蟻塚亮二氏（精神科医・メンタルクリニッ
クなごみ院長）の講演と対談、そして参加者での対話を、
2024年にドキュメンタリー映画「生きて、生きて、生き
ろ」上映と対談・対話の会を３回に渡り開催しました。
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